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※整備イメージは今後の検討で変更となる場合があります。

住まい

これまでを振り返って（住まい）

　河北（二子）団地は、半島部の防災集団移転団地
では最大規模の約４００世帯が移転する団地です。
３月から一部の宅地供給を開始しています。

河北（二子）団地

整備イメージ

平成27年4月 平成29年2月

▲半島部防災集団移転団地初の宅地引き渡し（釜谷崎）（平成26年5月）

▼新蛇田地区で新市街地6地区のまちびらき開催（平成27年11月）

▲中央一まちびらき開催（平成28年10月）

▲かどのわき復興まちびらきイベント開催（平成29年3月）



7 市報 いしのまき　平成29年（2017年）4月1日復興特集号

福祉・教育

これまでを振り返って（福祉・教育）

4月に開所・開校

▲渡波中学校

▲渡波保育所

▲釜保育所

▲雄勝保育所▲雄勝小・中学校（※２学期から新校舎に移転予定）

▲東学校給食センター開所（平成28年8月） ▲第1回復興マラソン開催（平成27年6月）

整備イメージ

▼「らいつ」愛称
　お披露目
　（平成26年6月）

▼子どもセンター「らいつ」開所（平成26年1月）

▲桜坂高等学校開校
　（平成27年4月）

▲みなと荘・湊こども園複合施設開設
　（平成27年4月）
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市のホームページを携帯やスマホでも見られます

問　秘書広報課（内線4784）

※機種によってアプリが
　必要な場合があります。
※通信料金がかかります。

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用

携
帯
電
話
用

バーコードを読み取って簡単に接続！
市役所☎95-1111　河北総合支所☎62-2111　雄勝総合支所☎57-2111　河南総合支所☎72-2111
桃生総合支所☎76-2111　北上総合支所☎67-2111　牡鹿総合支所☎45-2111
渡波支所☎24-0151　稲井支所☎95-2171　荻浜支所☎90-2111　蛇田支所☎95-1442

電話番号
案内

　東日本大震災により被災し解体した市民会館
と石巻文化センターに代わる施設を、複合文化
施設として整備するため、現在、基本設計を行っ
ています。

平成32年度完成予定

（仮称）複合文化施設リボーンアート・フェスティバル

※整備イメージは今後の検討で変更となる場合があります。

※整備イメージは今後の検討で変更となる場合があります。

　県営・市営公園として３８．８㌶を
整備します。中心部に追悼の広場、
ビジターセンターとなる中核的施
設、避難築山等を配置します。

石巻南浜津波復興祈念公園

整備イメージ
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復興の進捗状況等については、ホームページからもご覧になれます。
　　　　URL http://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0110/d0080/index.html 

　「アート」「音楽」「食」を楽しむことができる新しいお祭りです。
　石巻・牡鹿地区で、世界中の有名アーティストたちと地元の皆さ
んが一緒に作り上げた作品が展示され、これまでの音楽フェスの
概念を変えるライブが開催され、さらには日本最高峰のシェフや
東北の料理人たちによる食事を味わうことができます。

（オフィシャルサイトより）

旧門脇小学校

市民活動空間
（バックヤード）

聖人堀

西駐車場

南駐車場

市民活動空間
（バックヤード）

追悼の広場
・約8,000㎡の公園の

中心的広場。3,000
人規模の式典が開
催可能

中核的施設
・休憩所、ビジターセンター

となる施設

東駐車場
・公園のメイン駐車場。

普通車234台、大型
バス9台の駐車が可能

避難築山
・ＴＰ+10.0ｍの一時避難場所
（TPは日本の水準測量の基準点からの高さ）

松原
・かつて存在し、人々の記憶にも

残っている松原（松林）を復元

池・湿地
・市街化以前の風景と
して、池や湿地を再生

市民活動拠点
・野球やサッカー等の運動

を主体とした活動空間

市民活動拠点
・がんばろう石巻看板や南浜

つなぐ館等の機能移設により、
市民による伝承活動を継続


